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概要

中小規模の学術コミュニティが電子出版を実現し，機関リポジトリと連携することを可能にす
るため，商用クラウド環境下において，日本語版 Open Journal Systems（以下，OJS）を用い，
以下の検証を行った。
１．電子ジャーナルの実際の査読・編集作業を行い，電子出版の過程で生じる問題を解決し，安定
的に運用していくために必要な経済的・人的コストを明らかにする。
２．連携システムにより，電子出版プロセスに機関リポジトリへの登録を組み込み，研究成果の発
生から公開までをシームレスに行うことを可能にする。

これらの検証を行った成果として電子出版の「OJS スターターキット」をパッケージ化し，再
利用できるようにした。その結果、従来は電子出版を実現することが困難であると感じていた中
小規模の学術情報出版者が電子出版に挑戦することを推進した。
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１． 背景

学術機関リポジトリにコンテンツを集める
ことについては，運用開始当初からどの機関
においても様々な工夫と実践がある。その中
でも機関内の紀要類は重要な収集対象のひと
つである。紀要のように定期刊行される学術
コンテンツは，現在，紙媒体として発行され
ているものが多い。デジタルコンテンツを扱
う機関リポジトリでは，既存の紙媒体のコン
テンツについてはスキャンなどを通したデジ
タル化の過程が必要である。一方、近年の刊
行物は出現の当初からデジタルデータ（ボー
ンデジタル）であることがほとんどであり，
それらをどのように機関リポジトリに取り込
んでいくことができるか，も大きな課題で
あった。

本プロジェクトのアプローチは，学術雑誌
のプラットフォームを簡単に運用できるよう
な手段を調査し，電子的な紀要等の出版プロ
セス実現に貢献することであった。また，そ
のプラットフォームから機関リポジトリへの
コンテンツ収集を自動化するための API 利
用についても同時に調査することが有効と考
えた。

２． 実施内容

・平成２２年度
（１）Open Journal Systems（以下，OJS）

商用クラウドサービスを利用して
DSpace と Open Journal Systems（以下，
OJS）を利用できるように整備を行った。
クラウド環境で DSpace と OJS は問題な
く稼働することが確認できた。またバッ
クアップに関しても，サーバイメージが
さほど時間をかけずに何世代も保存でき
るので非常に堅牢といえる。

（２）DSpace と汎用 SWORD 投稿支援シス

テムの開発
クラウド環境下で稼働する DSpace と

ローカル環境下で稼働する DSpace にデ
ポジットできる汎用 SWORD 投稿支援シ
ステムの開発を行った。『大学図書館研
究』第９０号に掲載された論文を用い，ク
ラウドとローカル両方の環境下にある
DSpace にデポジットできることを確認
した。

また，名古屋大学で運用中のDSpaceへ
デポジットするために，名古屋大学学術
機関リポジトリである DSpace のバー
ジョンを１．２．１から１．６．２へバージョン
アップさせた。

（３）OJS を利用した電子出版『大学図書館
研究』
クラウド環境下で稼働する OJS を用い

て『大学図書館研究』第９０号を論文の投
稿から出版までの作業を実際に行い，
ワークフローの確認・運用に関するコス
トに関して調査を行った。『大学図書館研
究』編集委員会が，印刷版の『大学図書
館研究』と別に電子版『大学図書館研究』
のサイトを構築した。

（４）『電子出版ワークショップ：OJS を用い
た「大学図書館研究」の実践例』開催
OJS について，『電子出版ワークショッ

プ』を開催した。ワークショップでは，
クラウド環境のメリットとデメリットや
OJS のインストール・運用といった立ち
上げから実運用までの説明を行った。ク
ラウドコンピューティングを使う場合の
初期コストが安価であることなどをデモ
し，情報を共有した。

（５）情報公開
他機関への情報提供のため，クラウド

導入に関するドキュメント，OJS 運用に
関するドキュメントをプロジェクトの
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Wiki に掲載した。メールで連絡を取れ
ば，汎用 SWORD 投稿支援システムの
ソースを提供できるように準備を行った。

プロジェクト Wiki を参照することに

より，どの機関でもクラウド環境を導入
することが容易であることを周知した。

http://info.nul.nagoya-u.ac.jp/
pubwiki/index.php?ERC２
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日付 内容 担当大学 備考
平成２２．８．２ 業者との打ち合わせ（開発仕様） 名古屋大
平成２２．９．１ 業者との打ち合わせ（メタデータ設計） 名古屋大
平成２２．９．８ 商用クラウドサービス利用開始 名古屋大

ＯＪＳテスト環境構築 名古屋大
平成２２．９．１７ ＯＪＳへの投稿プロセス実験開始 名古屋大
平成２２．１０．４ 業者との打ち合わせ 名古屋大
平成２２．１０．５ 大学図書館研究編集委員会との打ち合わせ 名古屋大
平成２２．１０．６ ワークショップに向けての打ち合わせ 名古屋大，一橋大
平成２２．１０．１２ 業者との打ち合わせ（ファイル投入開発仕様） 名古屋大
平成２２．１０．２２ 業者との打ち合わせ（管理機能） 名古屋大
平成２２．１１．１ 『電子出版ワークショップ』開催（国立情報学研究所内で） 名古屋大，一橋大
平成２２．１１．１１ 『大学図書館研究』テストサイト構築 一橋大
平成２２．１２．７ 開発物α版納品 名古屋大
平成２３．１．２８ 開発物納品 名古屋大
平成２３．１．３１ ファイル投入開発物納品 名古屋大
平成２３．２．３ 「大学図書館研究」によるテスト 名古屋大
平成２３．２．２４ 「大学図書館研究」によるテスト 名古屋大，一橋大
平成２３．２．２５ 開発物をサイトで公開 名古屋大

平成２２年度事業実施スケジュール

・平成２３年度
（１）OJS の運用

Open Journal Systems（OJS）を商用
クラウドサービス上で運用し，運用環境
の複製，およびバックアップ・リストア
のためのノウハウを整理した。

商用クラウドサービス（今回は Amazon

EC２を利用した）上でシステムを運用す
ることについて，実際にこれらを行うこ
とで数々のノウハウを得た。稼働環境を
容易に複製できることから，システムに
大きな影響を与えるカスタマイズなどの
作業を安全に行えることを確認した。ま
た，クラウド上のシステムからローカル
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図１

コンピュータ上に情報をバックアップす
るための手段を確認し，万一のときに情
報を失わないための手法を整理した。

（２）『大学図書館研究』の電子出版
OJS システムにおいて『大学図書館研

究』の編集業務を行い，そこから生じる
要望に応じて OJS のカスタマイズを行っ
た。

『大学図書館研究』編集委員会と協力
し，プロジェクト期間中に OJS システム
の上で『大学図書館研究』の９１号，９２号
を発行した。この過程で，文字サイズや
文言の調整をはじめとして十数カ所にカ
スタマイズを施した。結果として，実際
に電子ジャーナルの出版ができることを

確認した。

（３）「電子出版スターターキット」
OJS のカスタマイズ手順と，運用上の

マニュアル・関連ドキュメントを整備し，
「電子出版スターターキット」としてま
とめた。「電子出版スターターキット」を
適用することで，カスタマイズ以前の状
態の OJS システムに今回の改変作業を再
現し，システム設置から運用開始までの
過程をマニュアルに沿って容易に行える
ようになった。

（図１）の中では，破線内の要素（スター
ターキット・ドキュメント）が２３年度の事業
計画に対応する。

（４）OJS と「汎用 SWORD 投稿システム」
の連携
OJS から，平成２２年度に開発した「汎

用 SWORD 投稿システム」に搭載データ
を連携させるための一連のシステムを開
発した。具体的には，OJS からのデータ

移行用プラグイン，そこから汎用中間
フォーマットへの変更，さらに汎用中間
フォーマットから SWORD 投稿システム
へのデータ搭載という機能を持つ３つのシ
ステムを開発した。

OJS システムに追加するプラグインと
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日付 内容 担当大学 備考
平成２３．７．２８ 開発業者との打ち合わせ 名古屋大学 ＯＪＳプラグイン
平成２３．９．２ 開発業者との打ち合わせ 名古屋大学 ＯＪＳプラグイン
平成２３．１０．７ 開発物納品 名古屋大学 ＯＪＳプラグイン
平成２３．１１．１７ 開発業者との打ち合わせ 名古屋大学 コンバータ
平成２３．１１．２４ 開発業者との打ち合わせ 名古屋大学 ＯＪＳデータ取得
平成２３．１１．２８ ＯＪＳカスタマイズ打ち合わせ（一橋大学） 名古屋大学・一橋大学
平成２３．１２．８ 開発業者との打ち合わせ 名古屋大学 コンバータ
平成２３．１２．１４ 開発業者との打ち合わせ 名古屋大学 ＯＪＳデータ取得
平成２３．１２．２０ バックアップ用ＨＤＤ購入 名古屋大学
平成２３．１２．２７ 開発物納品 名古屋大学 コンバータ
平成２３．１．２５ 開発物納品 名古屋大学 ＯＪＳデータ取得
平成２４．２．８ 開発業者との打ち合わせ 名古屋大学 ＯＪＳカスタマイズ
平成２４．２．８ 開発業者との打ち合わせ 名古屋大学 マニュアル
平成２４．２．１６ 開発物納品 名古屋大学 ＯＪＳカスタマイズ
平成２４．２．１６ 開発物納品 名古屋大学 マニュアル
平成２４．２．１７ 大学図書館編集委員会（名古屋市立大学） 名古屋大学・一橋大学

平成２３年度事業実施スケジュール

いう形でデータ移出プログラムを作るこ
とで，すでに稼働している，またはこれ
から稼働する他の OJS からのデータ取得
を容易にする WebAPI を提供できるよう
になった。また，これに実際にアクセス
して「汎用 SWORD 投稿システム」にデー
タを連携させるコンバータを開発するこ
とで，これの利用例を示すことができた。

（５）情報公開
開発したソフトウェアをプロジェク

トの Wiki に掲載した。プロジェクト
の Web サイトを公開することで，今
回のプロジェクトの成果に他機関が容
易にアクセスできるようになった。要
望に応じて，プロジェクト成果物の
ソースコードを提供できるよう準備を
行った。
http://info.nul.nagoya-u.ac.jp/
pubwiki/index.php?ERC２_H２３
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３． 成果・波及効果

・平成２２年度
（１）OJS

商用クラウドである Amazon Elastic
Compute Cloud（以下，EC２）上に DSpace
と OJS を立ち上げ，利用できる環境を構
築することができた。

その後，CSI 事業で開発した機関リポ
ジトリへのデポジット機能を組み込んだ
プロトタイ プ 版 OJS で あ る EPSIR 版
OJS を EC２環境下で構築を行ったが，環
境に依存する部分が多いことが判明した
ため，本事業においては，EPSIR 版 OJS
でなく，PKP の開発する最新の OJS シ
ステムを用い，電子出版の環境を構築し
た。

OJS を使用した電子出版をクラウド環
境で運用することにより，特定機関に
ハードウェアを設置する必要がなくなり，
また継続的なハードウェアの更新も考え
る必要がなくなるため，ハードウェア関
連のコストを削減できる。

さらには，運用しているサーバに対し
て，予想以上のアクセス集中やデータ保
存容量の増強が必要になった場合，これ
を容易に行うことができる。

これらは全体として，電子出版につい
て未経験の学会・団体などがシステム利
用に踏み切るための障壁を下げることに
なる。

（２）DSpace と汎用 SWORD 投稿支援シス
テムの開発
クラウド環境下の OJS とクラウド・

ローカル両方の環境下にある DSpace を
連 携 さ せ る た め の API の 仕 様 を，
SWORD プロトコルを基盤に，詳細に確
定させることができた。

今年度は，論文（メタデータとファイ

ル）を DSpace にデポジットできる汎用
SWORD 投稿支援システムの開発を行い，
『大学図書館研究』第９０号の論文を用い，
クラウド・ローカル両方の環境下にある
DSpace にデポジットできることを確認
した。

（３）OJS を利用した電子出版『大学図書館
研究』
EC２環境下の OJS を使用して『大学図

書館研究』第９０号の電子出版を行った。
電子出版のワークフローは，平成２０～２１
年度 CSI 委託事業「学術機関リポジトリ
をプラットフォームとする電子出版シス
テムの開発」で検証したフローを参考に
行うことができた。

また，学協会が電子出版を行う際に，
特定の機関にハードウェアを設置して行
う必要がないことを示すことができた。
これにより，事務局を持ち回りにしてい
る学協会や自前のハードウェアを持つこ
とが難しい小規模の学協会が自前で電子
出版を行うことができる可能性があるこ
とを確認した。

・平成２３年度
（１）OJS の運用

機関リポジトリと OJS 連携のための仕
組みを完成させた。平成２２年度に開発し
た汎用 SWORD 投稿支援システムと，平
成２３年度に開発した OJS からのデータ移
出プラグインおよびデータ移出プログラ
ムにより，論文の発生ソース（OJS）か
らアーカイビング（機関リポジトリ）ま
でを一貫して処理するデータフローを可
能にした（次ページ図）。これにより，
データソースから機関リポジトリへの登
録が容易になり，登録促進につながると
期待できる。

データフローの中に中間形式を介在さ
せることにより，OJS にかかわらず他の
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任意のシステムがこの中間形式にデータ
を変換させれば機関リポジトリへの自動

投稿フローに加わることができるように
なった。

（２）『大学図書館研究』の電子出版
OJS を使った『大学図書館研究』の電

子出版を支援することを通じ，クラウド
環境下でのシステム運用に関わる諸々の
ノウハウを得た。

クラウド環境においては，稼働中のシ
ステムの複製を任意の数だけつくり，そ
こで必要な変更を加えることが安全かを
あらかじめ確かめた上で，それを確定ま
たは破棄することが容易であることを確
認した。また，システム全体のバック
アップを複数世代分管理できることを確
認した。これにより，クラウドの利用に
よる，システムの安全な運用と，障害か
らの容易な復旧を示すことができた。

（３）「電子出版スターターキット」
『大学図書館研究』編集委員会からの

フィードバックをうけて OJS のカスタマ
イズを行い，この成果を「電子出版スター
ターキット」としてパッケージ化し，再
利用できるようにした。これにより，従
来は電子出版を実現することが困難であ
ると感じていた中小規模の学術情報出版
者が電子出版に挑戦することを促進でき
ると期待できる。

４． 課題及び課題解決へ向けての展望

『大学図書館研究』が OJS＋クラウド環境
において出版され，同様の仕組みを構築する
ためのスターターキットが配布されることに

よって，同種の電子出版を行うケースが増
え，また技術上の情報が共有されやすくな
る。

さらに編集・出版業務の多様性に対する検
証を行うために『名古屋大学附属図書館研究
年報』を電子出版する予定である。

５．今後の計画

電子出版システムパッケージ「OJS スター
ターキット」が完成したことにより，クラウ
ド上または，任意のサーバ上で展開するだけ
で電子出版環境を容易に構築できるようにな
る。

これにより，システムの保有に伴う技術
的・人的なコストを確保・維持することが難
しいため，電子ジャーナル化を躊躇していた
学内学会のような中小規模の学術情報出版者
に対するハードルが低くなることにより，電
子出版に参入することが実現可能になる。

このパッケージが普及すれば，これまでの
研究成果発表までのプロセス（研究→論文執
筆→投稿→査読→出版）と Open Access の
ためのプロセス（機関リポジトリへのコンテ
ンツ登録→電子的公開）を連携させることが
でき，シームレスなフローが確立でき，研究
から学術情報の電子的公開・保存までの一連
の流れがオンライン上で迅速かつ円滑に行わ
れ，学術情報流通の活性化が促されることが
期待できる。

今後は，学内出版物等の「OJS スターター
キット」利用を促進し，電子出版とリポジト
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リの連携を図るとともに，他機関での活用に
向けた広報・運用体制の整備を図る計画であ
る。
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